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既読／未読更新 API 

 

【概要】 

メールの既読／未読の状態を更新する API です。 

操作しているユーザ自身の既読／未読状態のみ更新されます。 

一度に指定できる「メール ID」は 500 件までです。 

ゴミ箱メール、迷惑メールは対象外です。 

 

【接続先 URL】 

POST https://【ドメイン】/api/v1/read/update 

 

【実行に必要な権限】 

API 連携 

 

【パラメータ(JSON 部)】 

パラメータ名 項目名 属性 必須 設定内容 

mboxNo 
メールボックス

番号 
整数 ◯ メールの既読／未読を更新するメールボックス番号を指定します。 

readType 既読／未読状態 整数 〇 

既読にするか、未読にするかを指定します。 

1：既読にする 

2：未読にする 

mailId メール ID 配列 〇 

既読または未読に変更したいメールの ID を指定します。 

親番号のみを指定した場合は、その親番号を持つすべてのメールの未

読既読状態を変更します。 

一度に指定できるのは 500 件までです。 

ゴミ箱メール、迷惑メールは対象外です。 

  [メール ID] メール ID 文字列 〇 

9999999999-9999999999：ID が完全に一致するメールの既読／未読状態

を更新します。 

9999999999：ID の-（ハイフン）より前が一致するメールの既読／未読

状態を更新します。 

 

 

 

 

【取得内容】 

パラメータ名 項目名 属性 設定内容 

readType 既読／未読状態 整数 

既読にしたか、未読にしたかです。 

1:既読 

2:未読 
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mailId メール ID 配列 メール ID の配列です。 

  [メール ID] メール ID 文字列 

既読または未読に変更したメールの ID です。 

親番号のみを指定した場合は、その親番号を持つすべてのメールの未読既読状

態を変更します。 

共通の基本レスポンスは省略しています。 

 

 

 

 

 

 

【個別エラーコード】 

レスポンスのボディ部に書かれたエラーコードから、エラーの理由を判別することが可能です。 

 

パラメータ 状態 
レスポンス 

コード 

エラー 

コード 
エラーメッセージ 備考 

mboxNo 
アクセスできるメー

ルボックスか 
403 7 アクセスが拒否されました。 -- 

readType 
パラメータが1または

2であるか 
400 100 パラメータが不正です。 

name:"readType", 

value:9, 

code:104, 

msg:"範囲外の値が設

定されています。" 

mailId 

 

指定したメールが存

在するか 
400 200 対象データが存在しません。 -- 

ゴミ箱メールである

か 
400 200 対象データが存在しません。 -- 

迷惑メールであるか 400 200 対象データが存在しません。 -- 
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500 件以内であるか 400 100 パラメータが不正です。 

'name: "mailId", 

value: ["100-2"…], 

code:4, 

msg: "上限値（500）を

超えています。" 

 

 

 

 

レスポンス例（共通の基本レスポンスは省略しています） 

  { 

    "readType" : "1", 

    "mailId" : [  

"100-2",  

"200",  

"302-7"  

] 

 } 

 

 

 


